
　水俣病を世界に伝えた米国人写真家の故ユージ
ン・スミスさんをモデルにした映画の制作が、ハリウッド俳優
のジョニー・デップさん主演で進められ関心が高まる中、

スミスさんの評伝を著したノンフィクション作家の方や、「もやい直し」に取り組
む熊本の被害者の方を講師にお招きして、下記講演会を開催します。
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発行：新潟県 （※環境省補助事業）　発行日：2019 年 11 月 2日
企画編集：一般社団法人あがのがわ環境学舎（〒959-2221 阿賀野市保田 3866-1）

「阿賀野川の支流・実（さね）川の、紅葉に彩られた渓谷」場所：実川渓谷（阿賀町豊実）

この情報誌は環境省の補助を受けて新潟県が発行しています。

阿賀野川え～とこだより  第 29 号
阿賀野川え～とこだ！流域通信

×

アクセス増加中！

　正式には「阿賀野川流域地域フィールドミュージアム事業」（略
称FM事業）と言い、阿賀野川流域の各地域が今も続く新潟水俣病と
向き合い、それを乗り越えるような「人と人の絆」や「人と自然の関
係」をつむぎ直すため、流域の住民・行政・民間団体が手を取り合
い、「新しい地域づくり」を目指して始まったプロジェクトです。

「阿賀野川え～とこだプロジェクト」とは？

https://aganogawa.info/
aganogawa@niigata.email.ne.jp
TEL.&FAX. 0250-68-5424
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台
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ら
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の
光
と
影
を
学
ぶ

阿賀上流域と下流域のつながりの「学び直し」を目指して

今号表紙の写真「紅葉の実川」
水量豊富な阿賀野川に流れ込む大小さまざま
な支流。その中でも、最上流にブナの原生林が
広がる支流・実川では、清らかで豊かな水が阿
賀野川にもたらしています。写真は、紅葉で美し
く彩られた実川の渓谷を撮影した一枚。

主催 国際地域研究学会（新潟県立大学）

県内小・中学校の児童・生徒の皆さんへ

第21回 新潟水俣環境賞作文コンクール
の作品を募集します！

　新潟水俣病や新潟県内の自然について思ったこと、身の回まわりの環境について考えた
ことや体験して感じたことなどを書いてください。皆さんの応募をおまちしています。

募集2019年10月1日～2020年3月30日
発表2020年6月

例えば、「新潟水俣病」「住んでいる地域の環境」「新潟の自然（森林・川・湖沼・海と環境問題）」「総合学習等で取り組
んでいる環境問題」「水の安全、食の安全」について、体験したことや気づいたこと、考えたことを書いてください。
作文の応募はＡ４版４００字詰め原稿用紙で、小学校１・２年生は６００字～８００字、小学校３・４年生は８００字～１０００
字、小学校５・６年生は１０００字～１２００字、中学校１・２・３年生は１２００字～１６００字です。
優秀賞者には表彰状と図書カード１万円分を贈ります。佳作者には表彰状と図書カード３千円分を贈ります。
応募していただいた方全員に参加賞を贈呈します。

●

●

●
●

お問合せ先●新潟水俣病被害者の会TEL025-281-2466／FAX025-281-8101
（作文の送付先●〒950-0965 新潟市中央区新光町 6-2  勤労福祉会館 3 階  新潟水俣病被害者の会）

▲▼第20回表彰式（写真提供：新潟水俣病共闘会議・有田純也氏）

住所  新潟市北区前新田字新々囲乙364-7
TEL 025-387-1450／FAX 025-387-1451
メール  fureai@abeam.ocn.ne.jp
ホームページURL  http://www.fureaikan.net/

お
問
合
せ

日程 2019年11月30日（土）14:00～16:30 （開場13:30～）

　熊本県水俣市にある一般財団
法人水俣病センター相思社に勤務

し、一昨年に『みな、やっとの思いで坂をのぼるー水俣病患者相談のい
ま』を出版した永野三智氏をお招きし、被害者の方 と々の対話でどのよう
な言葉を耳にし、どのような「今」が浮き彫りとなったのかについてお話しい
ただきます。 併せて、新潟県立大学教授の堀江薫氏（学会員）による
「地域に学ぶ法律学」の招聘発表も行います。

会場
新潟県立大学1号館 A棟1313 講義室
（住所：新潟市東区海老ヶ瀬 471）

参加
方法

定員に限りがあるため、下記担当まで事前連絡が必要
（担当：小澤薫 　 025-270-1189  　ozawak@unii.ac.jp）

テーマ
「小さな声が紡ぎ出す世界」 

2019年度国際地域研究学会
第10回研究大会

イベント
新潟県立大学告知イベント

くぼやままさこ[HUNKA]

※正門よりお
入りください

そう し しゃ

水俣病講演会
ユージン・スミス
水俣に捧げた写真家の1100日

環境と人間のふれあい館主催イベント

日程 2019年11月24日（日）13:30 ～16:00（受付13:00 ～）

入場無料・事前申込不要

（ノンフィクション作家）
講師・山口由美氏

新潟県立環境と人間のふれあい館- 新潟水俣病資料館 -会場

（水俣市立水俣病資料館語り部）
講師・緒方正実氏

正直に生きる
同時講演 水俣病写真・パネル展

11月17日（日）～12月1日（日）
9:30～16:30 （月曜休館）

展
示

協力：水俣市立水俣病資料館、坂東克彦氏、旗野秀人氏

　第29号はいかがでしたでしょうか？ 
　今号はイベントなどのお知らせが満載で、毎号掲載してい
る「阿賀の宝もん★発掘レポート」をお休みしましたが、次号
からは再開します！  毎年度３月に開催している流域再生
フォーラムでは、今回初めて事前オプショナルツアーを開催し
ますので、 多数のご応募を心よりお待ちしております☆
　2月発行予定の次号もご期待ください！



2019 阿賀流域再発見・連続ツアー講座「阿賀野川ものがたり」
大型バス2台でめぐる！

水との闘い
水の恵み

阿賀流域の今昔、光と影を
一年かけて学び尽くす
壮大な連続ツアー
講座はじまる！

第２回：水びたしの大地との闘い
日時：令和元年 9月7日（土）＆8日（日）
場所：環境と人間のふれあい館＆水の駅「ビュー福島潟」

両日のべ
148 名参加

阿賀野川の築堤工事（阿賀野市／大正後期～昭和初期／広田哲男氏提供）

主催●新潟県　共催●新潟市　後援●五泉市・阿賀野市・阿賀町　協力●水の駅「ビュー福島潟」　企画・運営●
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催
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。

　

今
年
度
の
年
間
テ
ー
マ
は「
水
と
の
闘
い・

水
の
恵
み
」。そ
の
第
２
回
目
と
な
る「
水
び

た
し
の
大
地
と
の
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」を
テ
ー
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と
し
た

座
学
や
ツ
ア
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が
、さ
る
９
月
７
日（
土
）・８

日（
日
）に
開
催
さ
れ
、９
月
と
し
て
は
記
録

的
な
暑
さ
と
な
る
中
、２
日
間
で
の
べ
148
名

の
皆
さ
ん
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ら
ご
参
加
い
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だ
き
ま
し
た
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●先人のたゆまぬ努力が現在につながっている。普段の景色にすごい歴史が秘められていた。（東区・50代）
●今回の食事も美味で労作でした。見事なコラボで阿賀野川名産オンパレードですね。（中央区・70代）
●新井郷川排水機場の重要性がわかった。流れ着くゴミの多さにびっくり、川はきれいに。（北区・60代）
●木津切れが阿賀野川大改修につながった。満願寺閘門・小阿賀樋門の重要さを認識！（中央区・70代）
●頭首工を間近に見学して、川の力を感じた。田畑をうるおす阿賀野川の水に感謝。（江南区・60代）
●安野川は長期間にわたる大変な工事だと思うが、安全・安心のためには必要だと感じた。（北区・70代）
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▲坂東克彦氏所蔵 ▲佐藤安男氏撮影 ▲田辺修一郎氏提供 ▲片桐淳氏撮影 ▲市村正氏提供 ▲片桐淳氏撮影

水の駅「ビュー福島潟」
水の公園福島潟

波多野孝氏撮影

県立環境と人間のふれあい館
-新潟水俣病資料館-

環境と人間のふれあい館提供

福島潟のほとりに立つ、２つの環境学習施設も協力！
　今年度から、福島潟のほとりに拠点をかまえ、阿賀野川流域の水環境などにも詳しい２
つの施設が会場となって、知識と経験が豊富なスタッフがツアーガイドなども務めます。

今回の豪華な粗食は、ケータリング！
　今回の豪華な粗食は、目にも鮮やかなケータリ
ングを提供する「watago FOOD & ETHICAL」
さん（新潟市江南区亀田）にお願いしま
した。流域の旬の食材
をふんだんに使った、
お弁当やケータリン
グ形式のランチ
を、お楽しみいた
だきました！

▲

旧笹神村出身の天野さん（左）&寺田さんのチーム
※料理の写真（watago FOOD & ETHICAL 提供）はイメージです。

（写真：watago FOOD & ETHICAL 提供）

ワ タ ゴ フ ー ド エ シ カ ル

福島潟

通船
川

新井郷川

新発
田川 福

島
潟
放
水
路

栗
ノ
木
川

▲                 佐藤安男氏水の駅「ビュー福
島潟」事務局長

※本連続ツアー講座はすでにすべての回が終了しています。

今回もバス内のガイドを担当して、阿賀
流域の自然など解説していただきました。

阿賀野川▼

視察スポット一覧
新潟市
東区

新潟市
北区

※P.2～3におけるクレジット表記のない写真はすべて山口冬人氏（JPS公益社団法人日本写真家協会会員）が撮影したものです。

2日目（9/8）ツアー
水びたしの大地との闘い第

２
回 座

学 79 （土）
10:50
14:30

ツ
ア
ー 89 （日）

9:10
16:20

１日目（9/7）座学

▲午前は水の「ビュー福島潟」にて河川工事をテーマに、午後は「環境と人間のふれあい
館」で農業土木をテーマに座学を行いました。

水の駅
「ビュー福島潟」県立環境と人間

のふれあい館

信
濃
川

鳥屋野潟

安野川
小阿賀野川

能代川

新
井
郷
川
分
水
路

胡桃山排水
機場&樋門

阿
賀
用
水
路

新江幹線水路

福
島
潟
西
部
幹
線
水
路

右
岸
幹
線
水
路

安野川
水門

十二潟

安野川

沢海排
水機場

早
出
川

亀田郷用水
路分水堰

新江用水路
（新江の桜）

六ノ瀬
分水工

福島潟
承水路

新潟市
江南区

新潟市
秋葉区

阿賀野市

五泉市 阿賀町

１日目の豪華
な粗食弁当

２日目の豪華
な粗食弁当

信
濃
川

▲新井郷川排水機場では、最大5機あ
る巨大な排水ポンプを、24時間・365日
稼働させて、阿賀野川右岸の排水を
行っています。当日は、県新発田地域振
興局の石井さんから解説いただきました。

▲かつてこの満願寺閘門を頻繁に利用
していた、砂利運搬船の往来は姿を消し
ました。ここでは、阿賀野川大改修工事の
歴史などを学びました。

▲福島潟放水路は、増水時に
ゴム製の堰を動かして、福島潟
の水を日本海へ放水し、氾濫
の危険性を少なくします。 

▲

阿賀野市内を流れ
る安野川は、阿賀野川
への放水路として開削
された河川です。現在
は、田畑などへの湛水
の危険性をさらに減ら
すため、河道の拡幅工
事が進められています。

▲頭首工から取水された用
水は、水原分水工などを通じ
て、三本の幹線用水に分水さ
れます。豊富な水量に皆さん
びっくり ！

▲阿賀野川頭首工は農業用水を大量に取水して、阿賀野川右岸などの田畑を潤しているほか、水道用水や工
業用水にも利用されています。当日は県新発田地域振興局の柴田さんから解説いただきました。

新井郷川
排水機場

満願寺閘門&
小阿賀樋門

安野川拡幅
工事現場

福島潟放水路
・豊栄潮止堰

水原分水工

阿賀野川の

しじみ汁♪

今回は河川工事と農業土木の歴史！
主に、国土交通省北陸地方整備局の阿賀
野川河川事務所さんや、新潟県新発田地
域振興局の農村整備部さんにご協力い
ただきながら、阿賀下流域を巡りました。

阿賀野川頭首工
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